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社会福祉法人 緑 風 会     

特別養護老人ホームしいの木の郷 

デイサービスセンターしいの木の郷 

居宅介護支援事業所しいの木の郷 

しいの木の郷訪問介護事業所 

ケ ア ハ ウ ス し い の 木 の 郷 

特別養護老人ホーム花ノ木の郷 

シ ョ ー ト ス テ イ 花 ノ 木 の 郷 

 



 

 

１．拠点の概要 

 

（１）拠点区分：しいの木の郷            埼玉県三郷市番匠免１－３１４ 

事業名 
開始年月日 

事業内容 定員 
変更年月日 

特別養護老人ホーム 

しいの木の郷 

平成１１年 ５月１日 

令和 ２年 ４月１日 
介護老人福祉施設 

５０名 

７４名 

社会福祉法人緑風会 

しいの木の郷 

平成１１年 ５月１日 

令和 ２年 ４月１日 

短期入所生活介護 

(介護予防)短期入所生活介護 

１０名 

 ６名 

デイサービスセンター 

しいの木の郷 

平成１１年 ６月１日 

平成３０年 ４月１日 

通常規模型通所介護 

総合事業通所型 

２０名 

１８名 

居宅介護支援事業所 

しいの木の郷 
平成１１年１０月１日 居宅介護支援  

しいの木の郷訪問介護 

事業所 

平成１２年 ４月１日 

平成３０年 ４月１日 

訪問介護 

総合事業訪問型 
 

 

 

 

（２）拠点区分：ケアハウス             埼玉県三郷市番匠免１－３１４ 

事業名 
開始年月日 

事業内容 定員 
変更年月日 

ケアハウス 

しいの木の郷 

平成１１年 ７月１日 

平成２６年１１月１日 
軽費老人ホーム 

５０名 

２４名 

 

 

 

（３）拠点区分：花ノ木の郷             埼玉県桶川市加納１８２４－１ 

事業名 
開始年月日 

事業内容 定員 
変更年月日 

特別養護老人ホーム 

花ノ木の郷 
平成１９年 ５月１日 介護老人福祉施設 ９０名 

ショートステイ 

花ノ木の郷 
平成１９年 ５月１日 (介護予防)短期入所生活介護 １０名 

 

 

 



 

 

２．役員等 

 

（１）理事６名  監事２名     任期：令和５年６月２８日～令和７年６月 

役 職 氏 名 備   考 

理事長 篠 田   實  

理事 篠 田 浩 一  

理事 関 根 隆 俊  

理事 畠 山 義 行  

理事 萩 原 良 久  

理事 山 田 直 樹  

監事 島 田 規 男  

監事 田 中 孝 幸  

 

 

 

（２）評議員９名          任期：令和３年６月２８日～令和７年６月 

役 職 氏 名 備   考 

評議員 齊 藤 美智也  

評議員 小 阪 秀 史  

評議員 木 津 祐 教  

評議員 篠 田 登喜雄  

評議員 馬 場   基  

評議員 篠 田 竹 史  

評議員 岩 田   誠  

評議員 酒 井 雄 二  

評議員 篠 田 孝 一  

 



 

 

３．理事会の状況 

 

第１回理事会 

日  時： 令和 ６年 ６月１１日  午前９時５５分 ～ １１時１０分 

出 席 者： 理事６名 監事２名 

審議事項： 第一号議案 令和５年度事業報告について 

      第二号議案 令和５年度決算報告について 

第三号議案 社会福祉法人緑風会本部設置規程の一部改正について 

第四号議案 清掃業務委託契約について 

第五号議案 定時評議員会の招集について 

報告事項： 理事長による職務執行状況の報告 

      １．理事長専決事項等の報告 

      その他 新型コロナウイルスの対応状況について 

 

 

第２回理事会 

日  時： 令和 ６年 ９月２７日  午前９時５５分 ～ １０時５０分 

出 席 者： 理事６名 監事２名 

報告事項： 理事長による職務執行状況の報告 

      １．理事長先決事項等の報告 

      ２．社会福祉施設指導監査（実地）の結果について 

      その他 時給単価最低額引上げに伴う職員給与水準格差の均衡確保等に関する 

対応について 

 

 

第３回理事会 

日  時： 令和 ６年１２月１９日  午前１０時０５分 ～ １０時４５分 

出 席 者： 理事６名 監事２名 

審議事項： 第一号議案 社会福祉法人緑風会定款変更について 

      第二号議案 社会福祉法人緑風会経理規程の一部改正について 

      第四号議案 清掃業務委託契約について 

      第五号議案 評議員会の招集について 

報告事項： 理事長による職務執行状況の報告 

      １．理事長専決事項等の報告 

      その他 花ノ木の郷拠点の大規模修繕工事における融資条件の見直しについて 

          電話機入替工事について 

 

 



 

 

 

 

第４回理事会 

日  時： 令和 ７年 ３月１３日  午前１０時００分 ～ １１時３０分 

出 席 者： 理事５名 監事２名 

審議事項： 第一号議案 令和６年度補正予算（案）について 

第二号議案 令和７年度事業計画について 

第三号議案 令和７年度予算（案）について 

第四号議案 企業型確定拠出年金制度導入にともなう諸規程の一部改正及び 

制定について 

第五号議案 役員の報酬等の支給に関する基準の一部改正について 

第六号議案 給食業務委託契約の見直しについて 

第七号議案 役員賠償責任保険の契約について 

第五号議案 評議員会の招集について 

報告事項： 理事長による職務執行状況の報告 

      １．理事長専決事項等の報告 

      ２．社会福祉施設指導監査（実地）の結果について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

４．評議員会の状況 

第１回評議員会（定時評議員会） 

日  時： 令和 ６年 ６月２６日  午前１０時００分 ～ １０時５５分 

出 席 者： 評議員９名 理事３名 

審議事項： 第一号議案 令和５年度事業報告について 

第二号議案 令和５年度決算報告について 

 

 

 

第２回評議員会 

日  時： 令和 ７年 ３月２５日  午前１０時００分 ～ １０時５５分 

出 席 者： 評議員８名 理事２名 

審議事項： 第一号議案 社会福祉法人緑風会定款変更について 

第二号議案 令和６年度補正予算（案）について 

      第三号議案 令和７年度事業計画について 

      第四号議案 令和７年度予算（案）について 

      第五号議案 役員の報酬等の支給に関する基準の一部改正について 

 

 

 

 

 

５．職員の状況 

                          令和 ７年 ３月３１日 現在 

拠点名 正規職員 非正規職員 拠点計 

しいの木の郷 ４４人 ２１人  ６５人 

ケアハウス  ２人  １人   ３人 

花ノ木の郷 ５３人 １９人  ７２人 

合  計 ９９人 ４１人 １４０人 

（嘱託医は除く） 



事業所名

１．月別・介護度別利用者数（延人数・延回数）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

支１相当 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

支２相当 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要介護１ 163 186 180 186 186 180 186 180 186 179 140 155 2,107

要介護２ 210 217 183 186 186 150 155 150 155 155 168 186 2,101

要介護３ 497 488 481 496 465 422 440 459 556 540 504 572 5,920

要介護４ 929 964 881 919 899 929 984 961 933 987 924 1,021 11,331

要介護５ 420 440 497 508 558 540 532 480 496 465 364 394 5,694

小　計 2,219 2,295 2,222 2,295 2,294 2,221 2,297 2,230 2,326 2,326 2,100 2,328 27,153

（延人数）

中止・外泊 134 51 119 51 44 129 96 98 60 110 97 75 1,064

（件数）

保険請求 76 75 74 74 74 75 74 73 74 76 73 77 895

（実人数）

新　規 5 3 2 1 0 1 3 2 1 2 1 4 25

終　了 6 2 2 1 0 1 3 1 1 3 0 4 24

２．概況及び動向

３．課題

介護技術向上のため、施設内外にて研修に参加し、必要な知識・技術の習得に力を入れる。

またICT機器を活用し、入所者の状態を把握し情報の共有をスムーズに行い、

適切な介護サービスを提供していく。

看取りの取り組みを継続し、ご家族や往診医と協同でケアに取り組み、看取り介護をより充実していく。

R6.3月に新型コロナクラスター終息するも、後遺症で入院、退所に至った方はR6.4月に6名となった。

5類に移行したが、感染力も強く、身体機能低下も著しい。高齢者にとってはまだ厳しい感染症である。

R6.8月には夏風邪が流行、実調や移動を延期したことも多かった。老衰と主治医の診断を受けた方が、

６．事業別事業報告書

特別養護老人ホームしいの木の郷

看取り介護を選択してくださった方が8名。ご家族様に会え、住み慣れた施設での最期となった。

またICT機器（眠りスキャン、インカム）の導入を行い、より良い介護サービスの提供に向けて動き始めている。

入所待機者はR7.4月時点で117名となっている。

引き続き、正しい感染対策を行い、感染の拡大を最小限にとどめる。



事業所名

１．月別・介護度別利用者数（延人数・延回数）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

支１相当 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

支２相当 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要介護１ 14 3 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19

要介護２ 4 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 6

要介護３ 0 16 9 10 31 33 35 30 6 19 38 37 264

要介護４ 25 7 37 62 74 86 79 90 67 73 4 57 661

要介護５ 11 24 0 37 38 30 3 0 0 0 0 0 143

小　計 54 50 48 109 143 149 117 120 75 92 42 94 1,093

（延人数）

中止・外泊 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（件数）

保険請求 6 5 5 4 6 7 7 5 7 4 3 7 66

（実人数）

新　規 6 5 4 3 2 2 2 1 5 3 3 6 42

終　了 8 4 3 1 1 2 3 3 4 5 2 6 42

２．概況及び動向

３．課題

社会福祉法人緑風会しいの木の郷

稼働率は前年度比－12.8％の54.8％となった。

ショートステイの利用控えもまだ感じられるが、緊急ショートへの柔軟な対応、特養空床利用、

ショートステイの利用控えが継続しているか、問い合わせも減少している。入所待機上位者に対して

ショートステイの利用を案内し、稼働率の向上を図った。また、緊急ショート要請に対しては柔軟に対応する

ことができた。しかしながら新型コロナクラスター後の特養退所者が多く、夏風邪の流行もあり、

新規利用者の獲得に向けて、令和5年度も各居宅介護支援事業所や地域包括支援センターと連携を図っていく。

入所待機上位者へのショートステイの案内等を引き続き行っていく。



事業所名

１．月別・介護度別利用者数（延人数・延回数）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

支１相当 10 14 15 12 11 12 14 12 12 11 12 15 150

支２相当 38 33 22 22 26 21 21 22 17 18 20 22 282

要介護１ 88 102 104 105 111 105 103 91 74 83 81 98 1,145

要介護２ 56 74 70 77 69 65 80 74 47 43 42 33 730

要介護３ 105 94 77 77 86 76 97 97 86 79 59 59 992

要介護４ 48 50 41 43 45 39 41 42 44 46 57 56 552

要介護５ 8 1 0 2 4 2 2 3 3 3 3 4 35

小　計 353 368 329 338 352 320 358 341 283 283 274 287 3,886

（延人数）

中止・外泊 15 33 35 18 35 30 30 35 44 43 28 16 362

（件数）

保険請求 38 41 37 36 39 38 38 36 35 36 32 32 438

（実人数）

新　規 4 2 1 1 0 2 0 0 1 0 0 1 12

終　了 0 3 0 1 2 2 1 0 1 0 1 1 12

２．概況及び動向

３．課題

デイサービスセンターしいの木の郷

令和6年度稼働率70.1％、前年比+6.3％となった。

長期入院を経て療養型病床や施設入所となるケースが増え、利用者数減となった。反面新規依頼件数も減り

新規利用者獲得が難しくなってきている。

新規利用者の獲得。

サービスやレクリエーションの内容の充実を図り、選ばれるデイサービスを目指していく。



事業所名

１．月別・介護度別利用者数（延人数・延回数）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

支１相当 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12

支２相当 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要介護１ 61 64 64 65 63 63 62 62 59 59 60 61 743

要介護２ 34 34 38 36 35 31 31 32 31 31 31 31 395

要介護３ 31 32 31 31 30 32 32 31 31 30 29 30 370

要介護４ 18 18 20 19 20 19 19 19 21 22 20 19 234

要介護５ 4 4 5 7 6 4 6 5 4 4 4 5 58

小　計 149 153 159 159 155 150 151 150 147 147 145 147 1,812

（延人数）

中止・外泊 8 8 4 5 3 4 2 2 4 6 7 6 59

（件数）

保険請求 149 151 157 158 168 146 156 145 146 139 142 134 1,791

（実人数）

新　規 5 8 8 5 2 5 1 2 3 2 2 9 52

終　了 2 1 4 1 5 0 8 7 1 4 2 3 38

２．概況及び動向

３．課題

虐待などの支援困難ケースが多く、地域包括支援センターに相談し、行政とも連携をとりながら解決に向けて

取り組んでいる。今年度は、死亡や入所などの終了者も多く出たが、新規獲得のため地域包括支援センターや

病院の医療相談員に依頼をかけながら件数維持に努めた。癌末期や在宅看取りの利用者においては、ケアマネ

居宅介護支援事業所しいの木の郷

ジャーの役割として利用者および家族の意向に沿ったケアが提供できるように、これからも個々のスキルアップを

図っていくことが重要だと考える。

・入退院はじめ、加算がとれるものは取るようにする。

・記録や書類作成が効率よく出来るような方法を検討していく。



事業所名

１．月別・介護度別利用者数（延人数・延回数）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

要支援１ 11 7 8 9 9 9 9 8 8 7 7 0 92

要支援２ 18 14 12 13 14 15 14 12 13 13 12 0 150

要介護１ 124 136 110 97 95 91 83 77 77 93 59 0 1,042

要介護２ 96 113 78 83 75 64 68 64 28 29 27 0 725

要介護３ 62 60 81 94 93 86 93 89 88 86 61 0 893

要介護４ 0 0 5 0 0 0 0 12 13 12 25 7 74

要介護５ 0 2 12 14 11 29 12 0 0 0 0 0 80

小　計 311 332 306 310 297 294 279 262 227 240 191 7 3,056

（延人数）

中止・外泊 0

（件数）

保険請求 36 36 34 31 29 28 27 27 24 24 25 1 322

（実人数）

新　規 2 3 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 8

終　了 23 5 0 1 2 2 1 2 4 0 0 1 41

２．概況及び動向

３．課題

しいの木の郷訪問介護事業所

　訪問介護員の不足等により新規利用者の受け入れができず、今後の事業継続が困難であると判断したため、

令和７年３月３１日をもって事業所を廃止いたしました。



事業所名

１．月別・介護度別利用者数（延人数・延回数）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

月初人員 23 24 24 24 24 23 23 22 23 23 22 20 275

0

0

0

0

0

0

小　計 23 24 24 24 24 23 23 22 23 23 22 20 275

（延人数）

中止・外泊 0

（件数）

保険請求 0

（実人数）

新　規 1 1 1 3

終　了 1 1 1 1 2 6

２．概況及び動向

３．課題

ケアハウスしいの木の郷

方もいる。以前より、入居される年齢が高くなっているので、生活に慣れるまで時間が掛かってきている。

入居者の年齢と共にADL低下もある為、声掛けや見守りが必要になっている。

入居の相談はあるものの、家族の居ない単身者や疎遠の方も増えて来ているが、ｹｱﾊｳｽでは家族の協力が第一

いく。

ーや居宅介護支援事業所に対する周知も継続して行っていく。最近はメールでの問合せもあるので即対応をして

令和6年度は認知症症状の進行やADL低下や体調不良により4名が退所となった。他１名については家族からの

虐待により入所となったが､その家族が他界し自宅へ戻ることになった。その他1名については不慮の事故により

亡くなり退所となった。入居の背景も多様化しているため、自身の意思で入居しても施設の方針に戸惑いを見せる

なので入居には至らない。最近の傾向では三郷市内の入居者が増えている。今後も、近隣の地域包括支援センタ



事業所名

１．月別・介護度別利用者数（延人数・延回数）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

支１相当 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

支２相当 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要介護１ 210 211 210 248 248 240 248 240 248 248 224 248 2,823

要介護２ 300 299 300 310 320 330 310 300 321 357 350 372 3,869

要介護３ 827 868 826 820 757 750 795 734 744 766 641 744 9,272

要介護４ 806 854 840 880 930 907 958 916 934 920 840 913 10,698

要介護５ 540 540 510 527 513 460 436 474 527 487 448 492 5,954

小　計 2,683 2,772 2,686 2,785 2,768 2,687 2,747 2,664 2,774 2,778 2,503 2,769 32,616

（延人数）

中止・外泊 15 33 16 36 62 24 57 46 53 50 23 12 427

（件数）

保険請求 91 91 89 91 92 91 92 90 91 91 91 91 1,091

（実人数）

新　規 3 2 0 2 2 1 4 4 3 3 2 1 27

終　了 1 2 1 1 2 1 5 2 4 1 1 3 24

２．概況及び動向

３．課題

特別養護老人ホーム花ノ木の郷

１　当施設は離職率が低く、良質で安定した介護サービスが提供出来ている一方、職員の高齢化率も上昇
　しており、２４年度に定年を迎えた職員も４名にのぼっており（うち、２人が退職）、今後も１～２年で４名の
　定年者が出ることになる。その一方で、新規人材の確保は、近年の人手不足の状況の中、困難な状況は
　依然として変わっておらず、外国人の雇用とその育成・職場定着が大きな課題となっている。
２　.中高年スタッフの増加による故障や怪我の予防のほか、リスキリングやジョブ・エンリッチメントをどう図って
　いくかが当面する課題となっている。

１　一年を通して入退所調整はスムーズに行えており、近隣の特養等新設が相次ぐ中、延べ利用者数は前年３２，５１９名から
　３２，６１６名に微増した。なお、施設利用に係る問い合わせでは、前利用入居者家族等によるものも多く、これらの方々の当
　施設への好感度が高いことも追い風となっているものと推測されます。今後とも、介護サービスの向上と、これらの方々への
　フォローに努めていくこととします。
２　早期受診と容態観察の迅速化により、空きベットは減少した（入院外泊者数も前年の５５２名から４２７名）。なお、看取り介
　護の状況については、２３年度の２０名に対し、２４年度は１８名にとどまり、ほぼ横這いの状況であった。一方、介護度別の
　利用者状況では、要介護３が２３年度11,023名に対し、24年度9,272名と減少し、要介護度４が23年度9,173名に対し、24年
　度が10,698名と増加しており、今後看取り介護者の漸増が予測されます。
3　待機者数は概ね横這いであった（月平均待機者３０名）。
４　２４年度は各ユニットでの娯楽活動が活発化しており、お花クラブや行事食等、入居者と交流を深めています。



事業所名

１．月別・介護度別利用者数（延人数・延回数）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

支１相当 0

支２相当 8 8

要介護１ 7 6 2 7 6 15 16 19 19 20 24 22 163

要介護２ 5 12 17 12 25 26 28 32 34 41 60 96 388

要介護３ 121 153 162 167 147 145 139 115 105 105 100 104 1,563

要介護４ 90 124 110 124 124 122 117 125 142 115 84 93 1,370

要介護５ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小　計 223 295 291 310 302 308 300 291 300 289 268 315 3,492

（延人数）

中止・外泊 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（件数）

保険請求 13 15 15 14 14 16 13 17 14 16 14 15 176

（実人数）

新　規 3 1 1 1 0 2 0 3 0 2 1 1 15

終　了 1 0 1 0 0 1 0 1 0 1 0 0 5

２．概況及び動向

３．課題

ショートステイ花ノ木の郷

１　令和6年度の事業計画として掲げた「感染症対策に注意した上で、居室の同一日の稼働を予定通り拡大した」こ
とで、延利用者数は前年度に比べ95名増えています。令和5年度3月度と令和6年度4月度時点で、インフルエンザ
の感染拡大もあり、稼働が著しく低下してしまいましたが、結果として前年度の延利用者数を増やすことができたの
は、新たな利用者の獲得や関連事業所とのネットワークの構築ができたことが大きいものと評価します。(新規利用
者数15名、新規事業所6件)

２　12月18日にショートステイ利用者の病院送迎中に職員が単独事故を起こしてしまうケースがありました。（対象
車なし。利用者は入院を要するケガをしてしまった。）
　利用者家族の好意により対象職員の罰則はなかったものの、以降は施設全体として送迎時はツーマンセルでの
対応の徹底と備品やベルト装着などの目視、確認を徹底し、安全な送迎介助の実施を心掛けています。

　ショートステイとしては、引き続き長期利用を希望する方の受け入れは８名までを定員と設定しています。ただし、
短期利用の希望者が多いことを踏まえると、需要に応じた長期利用と短期利用の受入枠の見直しを引き続き行う
とともに、感染症の予防対策の強化等、運営方法の最適化に努めていきます。

　短期利用希望者の受け入れを進めることで、送迎介助の機会が増えています。前出の通り、安全な送迎を行うよ
うに職員間で充分な連携を図っていきたいと思います。

１．随時、空き状況を居宅介護支援事業所に周知するとともに、利用希望者に係るニーズの把握と相談に丁寧に
応じる等、地域の要望に応えるとともに、稼働率をより向上させていきます。特養への適切な情報提供も行いなが
ら相互に安定した稼働率を確保できるように努めていきます。

　また、昨年度中、生成ＡＩを介護現場に活用するための研修を受講させて頂きました。生成ＡＩを活用しながら利用
者に対し、個別的レクリエーションプログラムの企画と提案を行っていき、通常のレクリエーションよりも満足感が得
られるような時間を提供していくことが、今年度の大きな目標です。試験的な導入を経て、大きく発信していけるよう
にショートステイとして努めていきたいと思います。その実施に向けては、感染症対策を引き続きしっかりと行い、利
用者・職員の安全を確保しながら適切な態度で取り組んでいきます。

２．周囲の関連事業所に対しても率先して交流を図るようにしていくことも大切な目標です。特に生成ＡＩを活用した
個別的レクリエーションプログラムを構築し、提供できるようになると、ショートステイ花ノ木の郷としての大きな宣伝
効果が得られるものと考えます。
　すでにインスタグラム等をご覧になったご家族等からも好評を頂くなど、これまでの私たちの思いと取り組みは
しっかりと周囲に届いていると実感しています。新たな目標を掲げることで、介護職員とともにショートステイ花ノ木
の郷のセールスポイントを伸ばしつつ、事業運営を行っていきたいと思います。




